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イツの哲学者 Ludwig	 Andreas	 Feuerbach（1804-1872）の観点が代表的
である。彼は利己主義を善と悪の二つに分けて、善の利己主義は自己と他
者の利己主義を同時に認め、悪の利己主義は自己の利己主義だけを認めて
いる。前者は自己に利を与え、他者を利する。後者は他者に損を与え、自
己を利する。つまり、善の利己主義は西洋の格言「自己で生き、他者にも
生きさせる」ということばで言い表わされる。今日、多くの倫理学者は善
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の利己主義を合理的な利己主義、悪の利己主義を極端な利己主義としてい
る（邬移生　2006：159-161）。
茂子は夫と子供に献身しながらも、自身の利益を全く考えないわけでは
なかった。彼女は決して無私の人ではなく、ごく普通の人間として見返り
を求める心情も持ち合わせていた。
その利己心は茂子の両親に向けられた。結婚時、彼女は実家から有りっ
たけのものを婚家に運び込み両親の不便は考えなかった。夫との生活を
しっかりと始めたかったその頃の茂子は、夫にとっては献身的であった
が、両親にとっては貪欲な利己的な娘であった。
父と母とが生活を切りつめながら、営々として貯えた老後のための
資産のなかから、三十数万円もけずり取って、それで結婚の支度をと
とのえたのだ……彼女はやはり当然の権利のように思っていた。（石
川達三　1962：９）
それは嫁に行く娘たちに共通の一種のエゴイズムである。茂子は自分の
幸せな生活のために、両親のものを持っていくのは彼女の当然の権利だと
考えた。しかしそれは、自己の利益を重視するだけの利己主義ということ
もできよう。
茂子は深く夫を愛し、家族のために家事を務めた。けれども幸せな生活
は続かなかった。夫の定四郎は会社の女性と不倫関係を持ち、その裏切り
が茂子の気持ちを大きく変えた。
良人の謡曲を、妻はとなりの部屋で、全く無感動に聞いていた。む
しろうるさかった。そして、滑稽にさえも思っていた。（石川達三　
1962：46）
茂子にとって夫はすでに見知らぬ人だった。彼女は尽くすことを止め、
自分本位で考えるようになり、自分の利益を第一にした。夫が胃癌かもし
れないと知った時、茂子の最初の反応はその心配ではなく経済的なことで
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あった。「寡婦になる運命が差し迫った、将来の生活がどうなるか、経済
的な問題を解決する方法があるか。」と考えたのである。
彼女はいまようやく、自分が寡婦となるべき運命が近づいて来たこ
とを感じた……ただ、未亡人になってから後の自分がどうなるのか。
そのことの準備はなにも出来ていなかった。彼女は良人のことではな
く、自分のことを考えていた。自分にめぐり来る新しい運命を計算し
ていた。（石川達三　1962：106）
日本『民法』第 900 条には「同順位の相続人が数人あるときその相続分
は以下の規定に従う」とある。①子及び配偶者が相続人であるときは、子
の相続分は、３分の２とし、配偶者の相続分は３分の１とする。②配偶
者及び直系尊属が相続人であるときは、配偶者の相続分及び直系尊属の相
続分は、各々２分の１とする。③配偶者及び兄弟姉妹が相続人であると
きは、配偶者の相続分は、３分の２とし、兄弟姉妹の相続分は３分の１と
する。④子、直系尊属又は兄弟姉妹が数人あるときは、各自の相続分は相
等しいものとする。但し、嫡出でない子の相続分は、嫡出である子の相続
分の２分の１とし、父母の一方のみを同じくする兄弟姉妹の相続分は、父
母の双方を同じくする兄弟姉妹の相続分の２分の１とする（中川善之助　
1976：144）。
　
上述の①の規定にしたがって、配偶者（妻）に財産相続の権利を与え、
３分の１の財産が残されるようになったが、それでも定四郎の死後、生活
を維持することが困難になることを茂子は知っていた。だから茂子は自分
の老後を非常に不安視したが、夫の健康を気遣うことはなかった。定四郎
をもはや愛していなくても、妻として彼を看護する義務は感じていた。定
四郎が胃癌になり手術を受け、あまり裕福ではなかった家計はさらに厳し
くなった。そこで彼女は夫の癌がむしろ進行することを期待し、治療を断
念させて支出を抑え、それを自身の老後の備えにしようとした。
茂子のこのような利己的な考え方は子供に対しても向けれられていく。
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茂子が昭和初年に結婚した時、日本はまだ伝統的な家族意識が残された時
代であった。ところが戦後それが変化し、社会慣習も変わっていき、子と
親の関係は多様化して核家族化が進んで行った。子供は結婚後自分の新し
い家庭を優先しようとするが、茂子は古い考えのままに長男夫婦に同居を
求め彼女が望むような孝行を求めた。しかし期待は裏切られ、頼りにして
いた長男は結婚と同時に別居してしまった。下の息子も同居はせず、娘の
美根子も結婚して家を出た。子供たちは離れて行き、茂子たち夫婦だけが
残された。茂子は大きな孤独を感じ、子供に裏切られたという被害者意識
を募らせていく。家族意識の変化と資本主義経済の繁栄は、従来の考え方
から見れば利己的な風潮を日本全体に拡散させ、それが新しい時代の傾向
となっていく。
子供は独立後両親の面倒を見ることを義務と感じていない。三人の子供は
めったに顔を見せず、たまに帰っても反対に親から何か貰いものをしようと
思うばかりで、その勝手さに腹を立てる茂子は子供同様利己的になっていく。
「とにかくテレビはやりなさい」「いいえ、やる必要はありません。
あの子には、私たちに出来るだけの事はしてあります。あとは自分た
ちでやって行けばいいわ」（石川達三　1962：136）
茂子はもはや無私に子供に尽くすことはなく、かつてのように子供や夫
を中心ともしない。テレビは茂子の唯一の娯楽で、それを美根子にやるな
ど彼女には考えられない。もしも子供たちが彼女に孝行し、彼女に満足と
安心を感じさせていれば美根子にテレビを与えもしただろう。しかし、利
己的な子供と同じように彼女自身も利己的になっていくのである。金中
（1992：33）によれば、そこに親子の愛、夫婦の愛を見ることはできない。
茂子は幼いころから伝統的な女性像を受け入れるよう育てられてきた。
学校では「良妻賢母」の女子教育を受け、彼女の前半生はこの考えに導か
れてもいた。その結果深く夫を愛し、夫と家庭のために尽くしてきたが、
それは時間の経過と共にさまざまな要因の下で徐々に消えていった。　　
彼女はこのような矛盾した女性として描かれている。
　183
３．京子の矛盾
京子は経済的に自立はしながらも孤独で精神的に満たされていない、矛
盾を抱えた女性である。
■3-1　自立した生活
西洋思想の到来に伴い、日本の伝統的な考え方は大きな変化を余儀なく
された。戦後になって封建的な家族意識が薄れると同時に日本社会には大
きな変革が訪れた。民主化と新しい民法の制定に伴い女性の社会的地位は
向上し、新しい女性意識が芽生える。「自由主義」と「経済主義」が急速
に広がり、経済的に自立した働く女性が数を増やしていく。京子はそんな
女性のひとりであった。魏茹菡（2006：16）も言うとおり、京子は自分自
身を養い自分自身を支える、夫に頼って生きているような女性ではなく自
分で自分の運命を支配する女性である。
経済的に自立する京子はそうではない女性のように早婚し専業主婦とし
て暮らすことを望みはしなかった。四十歳を機に結婚した彼女は、いわゆ
る「売れ残り」ではあっても、洋裁技術を活かしてそれを教える自立した
女性であった。彼女は仕事を愛し、それで十分な収入も得ており、女性解
放の新しい思想を地で行く女性として描かれている。
結婚してまもなく京子は洋裁学校をやめて、自分で洋裁の店を出し
た。（中略）だから家をはなれて洋裁の店を経営し、その方に自分の
生活の中心を持って行ったのだった。（石川達三　1962：93）
京子は朝から晩まで忙しく働いたが、その生活は充実していた。自分で
車を運転し、注文を取り、縫い子たちを采配した。忙しい日々は彼女に相
当の収入をもたらし、新しい世界や人々との接点ともなった。互いを唯一
の友人とする直子や茂子とはその点でも大きく異なっていた。
生活上の自由も自立によって得られたものであった。彼女は自分の生活
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とそれを営む自由を持ち、家族に拘束されていない。屈託のない明るい女
性として普通の家庭の主婦にはできない自由な生活を営んでいた。洋裁技
術を持ち、仕事を持ち、収入がある。自由に暮らしていく条件を十分に具
えていた。
四十歳での結婚まで、彼女は陽気で気楽な「売れ残り」生活を楽し
んでいた。まさに戦後の新女性の代表だった。（葛麗英　1991：125）
それは結婚後も変わらず、主婦として生活に縛られない快適な生活を過
ごしていた。
ここには彼女のうちよりもずっと大型のテレビがあり、きれいな置
時計とラジオと電気蓄音機とがあり、赤い花模様の絨毯が敷いてあ
る。それがみんな、京子が自分で働いて得たものであった。（石川達
三　1962：226）
そんな結婚生活も結局離婚によって幕を下ろすことにはなったが、しっ
かりと働きしっかりと楽しむ生活が変わることはなかった。それだけの経
済力を持ち、自由な時間も有することで京子は人生を享楽していたはずで
あった。
■3-2　孤独と不安　
快適な生活を満喫しているように見える京子であるが、それは物質面に
限られ、精神面での自立ができていなかったことが作品では明かされる。
京子は孤独であり、彼女の心は満たされてはいなかった。戦後の日本はさ
まざまな旧弊から脱し、社会風潮や習俗もいわゆる進歩を遂げたのではあ
ろうが、伝統的な気質がきれいに消えてなくなったわけではなかった。幼
児期から旧来の習慣で躾けられた京子にとってもそれは同じで、いくら女
性解放の新しい考え方を実践しても、伝統的観念が彼女の心中からきれい
に無くなった訳ではなかった。
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京子は独身生活に寂しさを感じ、離婚後も続けた洋裁店の経営で高収入
を得ながらもそれは癒されなかった。
「でも、仕事をすてる訳には行かないし、仕方ないわ。自分で働い
て、ひとりぼっちで生きて行くのよ。さびしいけどね」（石川達三　
1962：151）
身寄りもなく離婚して独りぼっちになった京子は、今更ながらに自分の
孤独を思い知り、物質的な富が精神的な痛みに置き換えられたと感じる。
そして専業主婦としての茂子の暮らしをうらやむのである。
「ここの辺は静かでいいわね。羨ましいわ……しんとして暮らして
いられるんだから、ほんとうに私と代ってもらいたいわ」（石川達三　
1962：92）
「あら、静かで良いじゃないの。本も読めるし、琴を習っても、習
字や手芸を習っても、何だって好きなことが出来るわ。私なんか朝か
ら晩まで他人に追いまくられて居るんだもの、商売なんて嫌なもの
ね」（石川達三　1962：94）
京子は年下の夫に一種の劣等感を抱いていた。夫が望む自立した仕事の
できる生活に自信を持った女として生きようとした。しかし、実はそんな
に強くもなく自信に溢れてもいないことに引け目を感じていた。豊かな生
活をしながら精神的には豊かではない。強い経済力と快適な生活があり、
それを支える成功した仕事があっても実は家庭の主婦に憧れている。はた
目には自信に満ちて見えても、内心では一人の暮らしに深い孤独感を覚え
ている。つまり京子はみせかけだけ自立した「新女性」に過ぎない。『愛
の終りの時』が描く京子は、そんな矛盾を抱えた女性なのである。
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おわりに
本稿では直子の服従と反抗、茂子の献身と利己、京子の自立と孤独と
いった、それぞれ矛盾を抱えた女性像を作品を読み解くことで示したつも
りである。伝統思想と解放思想が共存する時代にあって、三人の女性に付
与された矛盾は、当時の社会に見られた典型的な女性像でもあった。同じ
ような社会背景の下で、他の日本の小説で示された女性像や、中国の文学
作品に見える女性像の考察を今後も進めていきたい。また、本稿で明らか
にした矛盾した女性像には正の側と負の側があり、この点をさらに掘り下
げることで女性の持つ役割や女性を敬い尊重することが持つ本来の意味を問
い、男女平等の意識をより促せるような作用を生み出せればと願っている。
注釈
１）石川達三『愛の終りの時』東京新潮社,1962年.
２）魏茹菡,“试论石川达三矛盾的女性观,”『兰州大学論文集』, 2006年.
３）葛丽英,“试论石川达三笔下女性性格之流变,”『内蒙古师大学報（哲学社会科
学版）』,No3,1991年,pp.120-127.
４）李卓,“日本妇女社会地位的变化,”『河北大学南开日本研究』,No1,1998
年,pp.50-57.
５）石川松太郎『女大学集』平凡社,1997年.
６）林言禪,“賢母良妻と女性教育について,”『中部大学国際関係学部論文
集』,2004年.
７）小山静子『賢母良妻という規範』勁草書房,1991年.
８）李佐文・张川,“从女子教育的发展看日本妇女社会地位的变化,”『河北大学南
开日本研究』No3,1996年,：pp.35-38.
９）金中,“论石川达三的创作,”『山东大学学报（哲学社会科学版）』,1992
年,pp.28-35.
10）邬移生,“利己主义的理论分析”『利己主义的理论分析』,2006年pp.159-161.
11）中川善之助『注釈民法』25相続,有斐閣,1976年,pp.144.
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３──結び　
2016 年度には他にも以下の４論文が提出された。
『中国語と日本語における主語省略の対照』　張馳（蒋新桃指導）
『「間」から見た日本の建築の美学特徴について』　张慕菲（曾源生指導）
『「森に眠る魚」における歪んだ母性愛について』　鐘海欣（付自文指導）
『日本の懐石料理の「和」「敬」「清」「寂」への考察』　翁萍（康伝金指導）
言語・建築・料理・現代文学とテーマが分散することに加えて紙数の都合
もあり今回は掲載を見合わせたが、いずれも執筆者の興味や関心が真摯にぶ
つけられた読み応えのある論文で、日本語を勉強する内にその領域に留まら
ない学問的欲求を抱くに至ったという、たいへんに充実した学生生活の証が
示されていたように思う。大学での勉強が自分が専攻した分野に重心を置く
ことは極めて当然なことであろうが、例えば日本語という語学を専攻した場
合、語学は学問である前に言語という一つの道具であるという事実に裏打ち
された事象が起こり得る。それは日本語という道具を使いこなせるようにな
るにつれ、大学での専攻に囚われない学際的で且つ国際的な他領域への扉が
開かれることである。地理上の不案内を助けるのが「地の利」であるのなら
ば、生活上の全ての不案内を助ける「言葉の利」という言葉があってもいい
はずで、今回論文を提出した６人の学生諸君は、頑張って身につけた「言葉
の利」を駆使して自身の知的領域を多様化して見せてくれた。日中の大学間
交流で編成された共同教育・研究プログラムが、このような有機的な成果を
生み出し始めたことを関係各位とともに喜びたい。
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